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Abstract 

In order to assess stress levels by means of an objective and quantitative method, salivary alpha-amylase (sAMY), 

as a parameter of sympathetic nervous activity, has been considered to be useful, because saliva collection is easy, 

stress-free and noninvasive. Although a rapid and easy-to-use analytical device for the measurement of sAMY 

acivity (A1nylase monitor, Nipro Co., Ltd.) has been developed, whether the device is valuable in assessing stress 

still remains uncertain. To clarify this issue, an examination of longitudinal individual variation of sAMY acivity 

is also considered to be valuable, in addition to previous experimental and epidemiological studies. We 

investigated longitudinal intra-individual variation of sAMY acivity at the workplace and its relation to perceived 

psychological stress in a male non-smoking office worker. A total of 391 measurements of sAMY acivity were 

carried out during 15 months on the basis of the subject's willingness. In addition, perceived psychological stress, 

blood pressure, and heart rate were partially investigated. Perceived psychological stress was assessed by means 

of a modified visual analogue scale. The levels of sAMY showed a 5-81 KU/L range. There were seasonal 

variations indicating an increase in the values of sAMY during winter and spring. The levels of sAMY were 

slightly and positively co汀elatedto those of perceived psychological stress. Perceived psychological stress had a 

positive association with diastolic blood pressure. Perceived psychological stress was positively, and heart rate 

was negatively related to the investigated time at work. However, no significant association between sAMY 

acivity and the investigated time was found. The present study suggests that repeated measurement of sAMY 

acivity, similar to that of blood pressure, may be useful to estimate perceived psychological stress. 
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はじめに

近年，企業活動の高度情報化やグローバル化，労働

者の急激な高齢化などの，労働者を取り巻く環境の変

化によって，うつ病を始めとするメンタルヘルス不調

者や職場復帰困難事例が増加しており，職場の健康管

理あるいは労務管理においてメンタルヘルス問題が重

要視されている！）。そのため，厚生労働省は， 1988年に

「心とからだの健康づくり」 (TotalHealth Promotion 

Plan, THP) , 2000年に「事業場における労働者の心の健

康づくりのための指針」，2006年に「労働者の心の健康

の保持増進のための指針」などを公表して，メンタルヘ

ルス対策の普及に努めてきた＼具体的には， 2000年と

2006年の両方の指針で述べられているセルフケア，ラ

インケア，事業場内産業保健スタッフ等によるケア，

事業場外資源によるケアの4つのケアを，個人情報に配

慮しながら実施していくことが求められている。それ

らの4つのケアを実施するためには，労働者が自らのス

トレス状態に気づくことや，産業保健スタッフ等が労

働者のストレス状態を把握することが必要になるが，

必ずしも容易とは限らない。自分自身がどの程度のス

トレス状態にあるのかを把握できない場合や，周囲の

者も気がつかない場合が少なくないからである2,3)。そ

のため，できるだけ客観的かつわかりやすくストレス

の程度を知る方法が望まれている。

一方，客観的なストレス評価方法として，唾液中の

a —アミラーゼ（以下，アミラーゼと略）活性が近年注

目されている 4,5)。唾液アミラーゼは，ストレスによっ

て冗進する交感神経機能を反映して分泌が増加するこ

とが報告されており，ニプロ（株）唾液アミラーゼモニ

ター（旧ココロメーター）などの，迅速かつ簡便に測定

できる機器も開発された 6,7)。この機器を用いると， 1分

程度ととても短い時間で簡単にアミラーゼ活性を測定

することができる。

そのようなストレス評価への利用が期待される唾液

アミラーゼ活性ではあるが，アミラーゼモニターを用

いた測定では，個人差が大きく，個人内変動も少なく

ないことが報告されている 8-12)。しかし，個人内変動に

関しては，ストレス負荷などの際のアミラーゼ活性の

短期的変化を調べた報告が多く，同一の被経者に対し

て，長期的な繰り返し測定を行って個人内変動を検討

した報告はない。

そこで今回の研究では，一人の被経者を対象として，

唾液アミラーゼ活性が， 1年以上もの長期にわたってど

のような変動を示すのかについて縦断的に調べ，併せ

て主観的ストレス度や血圧，心拍数との関係について

検討した。

対象と方法

事務系企業の管理職の社員 l名 (48歳，男性，非喫煙

者）を対象として，今回の研究計画に対する文書での説

明を行い，同意を得た後， 2008年の4月から 1年以上の

長期にわたって平日の唾液アミラーゼ活性の経時的測

定を行った。同時に，主観的ストレス度の評価と血圧，

心拍数の測定も実施した。これらの測定は全て就業時

間内に行ったため，業務に支障がないように測定の曜

日や時間の指定は設けず，被経者の都合がつく時間に

健康管理室を受診してアミラーゼ活性を測定してもら

うことにした。アミラーゼ活性は，保健師が毎回同じ手

順で測定した。主観的ストレス度の評価や血圧，心拍数

の測定も強要はせず，時間的余裕がある際に協力を依

頼した。質問紙を用いた頻回なストレス評価は，被経者

に多大な負担を与えて信頼性も低下するため，主観的

ストレス度は， Visualanalogue scaleを応用して，全くな

いの 0点から極めて高い 100点までの範囲内で点数化

してもらった。

当初は，逓 l回程度のアミラーゼ活性の測定を予定

していたが，被経者が測定に大変興味を持たれ，頻回

に健康管理室を訪れられた。そのため，測定回数は当初

の計画を大幅に上回るものとなった。

統計解析は， SPSS(17 .0 J for Windows) を用いて，ア

ミラーゼ活性と主観的ストレス度の季節性変動に関し

て， Krusukal-Wallis検定と Wilcoxonの順位和検定によ

る多重比較を行った。さらに，アミラーゼ活性と量的変

数との関係，量的変数間の関係について， Spearman順

位相関係数を求めた。全ての解析は両側検定を行い，有

意水準は 5%以下とした。

結果

2008年の 4月から 2009年の 6月まで，計391回のア

ミラーゼ活性の測定が行われた。測定時刻は，午前 8

時半頃から午後 6時半頃まで，多岐に及んでいた。そ

のうち，主観的ストレス度の測定は 296回，血圧と心

拍数の測定は 124回であった。アミラーゼ活性は 5-81

KU/Lの範囲で， 27.8土 10.8KU/L (mean士SD) であり，

Kolmogorov-Smimov検定では正規分布に従わないもの

と判断された。変動係数は 38.9%であった。
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主観的ストレス度は 12-100点の範囲，87.0士 12.3点

で，正規性はなかった。収縮期血圧は 120-167mmHgの

範囲で，144.9土 9.7mrnHg, 拡張期血圧は 60-97mrnHg 

の範囲で， 83.4士6.2mmHg, 心拍数は 71-111回／分の範

囲で， 91.3土8.0回／分であった。

これらの結果のうち，アミラーゼ活性と主観的スト

レス度に関する経時的変化を Fig.Iに示す。測定は，社

員の希望に合わせて行ったため，測定回数が多い月と

少ない月が混在しており，時間経過を等間隔で表して

はいない。アミラーゼ活性の変化を月別に示すと， Fig.2 

のようになり，年末年始や春が高く，夏が低い傾向が

窺われた。そこで，気候学における 3月から 5月の春， 6

月から8月までの夏， 9月から 11月までの秋， 12月から

2月までの冬に分けて， 和1.1sukal-Wallis検定によって解

析したところ，有意差を認めた (X2=26,790, p<0.01)。

さらに， Wilcoxonの順位和検定を用いて，それぞれの

季節間の差異について多重比較を実施し， Bonfen-oniの

補正を行った。その結果， Fig.3に示すように，冬は夏

や秋に比べてアミラーゼ活性が有意に高く （それぞれ

p<0.01), 春は夏よりも有意に高値であった (p<0.01)。

また，月末や月初などでの変動について調べるために，

各月の測定を 1-10日の上旬， 11-20日の中旬， 21-3I (28) 

日の下旬の 3段階に区分して，アミラーゼ活性を

灼1.1sukal-Wallis検定で解析したところ，上旬や中旬と

比べて下旬で高い傾向がみられたが，有意差はなかっ

120 

た (x2=2,937, ns)。

一方，主観的ストレス度に関して月別の変化を示す

と， Fig.4のようになり，季節別の検討では有意差を認

めた (x2=9,675, p<0.05, Fig. 5)。 しかし，多重比較

と Bonferroniの補正では，夏と比べて冬の方がストレ

ス度が裔くなる傾向があったものの，季節間における

有意差はなかった。月の上旬，中旬，下旬に関する検討

でも有意差はみられなかった (x2=1,033, ns)。

アミラーゼ活性と主観的ス トレス度との Spearman順

位相関関係では，有意な正の相関が認められた

(i=0.218, p<0.01, Fig. 6)。 しかし，アミラーゼ活性

と収縮期血圧（亡0.025, ns, Fig. 7) , 拡張期血圧

（亡0.146, ns, Fig. 8), 心拍数(1=-0.096, ns, Fig. 9) 

との間には有意な相関はなかった。また，主観的ストレ

ス度と拡張期血圧 (1=0.331,p<O.O 1)との間には有意

な正の相関を認めたが，収縮期血圧（戸0.160, ns) , 心

拍数 (i=0.189, ns)との間には有意な相関はみられな

かった。

その他，測定時刻に関 しては，アミラーゼ活性 との

相関はなく (i=-0.031, ns) , 主観的ストレス度とは有

意な正の相関を（亡0.139, p<0.05) , 心拍数とは有意

な負の相関を認めた（戸-0.289, p<0.01)。収縮期血圧

(戸-0.072, ns) , 拡張期血圧 (i=0.088, ns)は，測定

時刻とは関係がなかった。

Subjective stress level 
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Fig 1. Changes in salivary alpha-amylase activity and subjective stress level. 
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Fig 2. Monthly changes in salivary alpha-amylase activity. 
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考察

本研究では，同一社員を対象として， 1年 3ヶ月もの

長期にわたって唾液アミラーゼ活性の変動について調

ベ，主観的ストレス度や血圧，心拍数との関係につい

て検討した。

自覚的ストレス度は，一時期を除いて，ほぼ 80点か

ら100点の範囲にあり，比較的高いように思われた。大

きな変化としては， 2008年の 5月中旬あたりに高くな

り，その後急激に低下していた。社員は，人事総務担当

の管理職であったため， 5月中旬頃のストレス度の上昇

と急激な低下は，株主総会の影響が示唆された。それ以

降は 80点から 100点の間で推移しているが，夏場にス

トレス度が下がる傾向が窺われた。

一方，唾液アミラーゼ活性は， 5-81KU/Lの範囲で変

動を示したが，我々の他の調査 13-15)における個人間の

差異と比べて，変動幅は少ないものと思われた。月

末•月初などの月内の変動は不明確であったが，長期的

には冬や春の方が，夏などと比べて高くなることが認

められた。人事総務担当のために，株主総会などの行事

に加えて，入社や退職，異動などの人事措置が求めら

れる時期に忙しくなり，ストレス度が高まっているこ

とが示唆された。

これまでの研究で，唾液アミラーゼ活性は，朝より

も夕方や夜の方が高くなるという日内変動があること

が指摘されている 16-18)。今回の測定時刻は，朝から夕方

まで多岐にわたっていたが，測定時刻とアミラーゼ活

性との関連がなかったことから，そのような日内変動

は確認できなかった。それに対して，自覚的ストレス度

は，測定時刻が遅くなるほど高くなる傾向が認められ

た。アミラーゼ活性の日内変動がみられなかった理由

としては，食事や運動などでも唾液アミラーゼ分泌が

上昇するため 19,20), それらの影響を受けた可能性が考

えられる。しかし，運動に関しては，社員は出張などを

除いて基本的に社内勤務であるため，通勤や出張から

の帰社直後以外は，アミラーゼ活性に及ぼす影響は少

なかったものと思われる。

自覚的ストレス度と唾液アミラーゼ活性，血圧との

相関関係では，自覚的ストレス度はアミラーゼ活性と

弱い正の相関を認めたが，収縮期血圧，拡張期血圧，心

拍数との関連はなかった。また，主観的ストレス度は，

拡張期血圧とはアミラーゼ活性よりも強い正の相関を

示したものの，収縮期血圧や心拍数との関連はみられ

なかった。収縮期血圧と拡張期血圧とで主観的ストレ

スとの関連性が異なっていたため定かではないが，個

人で継続的に測定を繰り返した場合，唾液アミラーゼ

活性は，血圧と同じように主観的ストレス度を反映す

る可能性が示唆される。

今回の研究では，業務に支障がない範囲で唾液アミ

ラーゼ活性やその他の測定を依頼したため，厳密な時

間や食事，身体的活動などの条件設定をしていないが，

上述したような結果からは，唾液アミラーゼ活性は多

少なりともストレス評価指標になり得ることが窺われ

た。また，その評価では，多忙となるような時期や季節

なども考慮する必要があるものと思われた。このよう

な個人の唾液アミラーゼ活性の長期的変動を調べた研

究は他にないため，一つの試みとして参考になるであ
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ろう。我々の大規模集団を対象とした横断的調査 15)で，

唾液アミラーゼ活性は，精神的健康度や種々の情動，

抑うつ度，疲労蓄積度などとは関係がなく，TypeA行動

様式とのみ弱い正の関連性を有していたことからみて

も，唾液アミラーゼ活性は，個人間の差異を反映する

ような横断的検討よりも，個人内変動を評価する際に

用いる方が適当と考えられる。
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